[bookmark: _GoBack]MATSUE Tech-Product Award 2026　共通エントリーシート 募集内容
Webサービスやシステム、アプリケーションなど、IT技術を活用したプロダクト（ビジネスとして活用されることを前提に、顧客のニーズや課題を解決し、価値を提供するために市場に投入される製品やサービス）のアイデア

1．プロダクトアｲデアの名称等
	チーム名
*1次審査を通過した場合に公開されます
	

	プロダクトアイデアの名称
	

	プロダクトアイデアの概要
	1 誰の、どのような課題やニーズを、
2 どのようなプロダクトで解決・満たすことで、
3 誰から対価を得るアイデアなのかを150字程度で簡潔に記入してください。

	
	

	事業着手
*いずれかにチェックしてください
	□事業として着手している（開始時期：　　年　　月頃）
□事業として着手予定（開始予定時期：　　年　　月頃）
□アイデア段階

	エントリーコース
	□JUMPコース
□STEPコース



2．ビジョン【創造性】
プロダクトが目指す未来像であり、顧客にどのような価値を提供し、どのような世界を実現したいか（ビジョン*）を端的に記入してください。
*（例）「〇〇な人の▲▲な困りごとを◆◆で解決する」「■■を通じて〇〇な人を０にする」「▲▲な世界に■■という選択肢をつくる」など
	プロダクトのビジョンを記入してください。　※50字程度

	

	ビジョンについて説明してください　※100～200字程度

	






3．プロダクトアイデアの背景・内容【課題解決】
プロダクトアイデアを発案するに至った背景と、プロダクトの内容について、ユーザーの課題を何と捉えており、どのように解決するかが分かるように記入してください。
※また、ワイヤーフレームや使用イメージ、ビジネスモデルなど補足したいことがあれば、本用紙に加えてA4×1枚サイズの補足資料を添付することができます。
	思いついたきっかけ・背景　※200～400字程度
アイデアに至った背景や問題意識を踏まえつつ、誰の何が課題になっているのか、またはどのような潜在的なニーズがあると考えているかを、具体的に記入してください。

	







	プロダクトアイデアの内容　※600～1,200字程度
①どんな機能・サービスを提供するのか、②想定する具体的な顧客のイメージ（年代・性別・地域等）、③どのような機能をつくるのか、などをイラストや図表などを用いて分かりやすく記入してください。

	
























4．プロダクトアイデアの検証・開発状況【活動の量と質】
プロダクトやそのアイデアを洗練するために取り組んだことを記入してください。ヒアリングやアンケートなどの調査検証をした場合には、調査内容のほか、調査の結果分かったことと、その結果をどのように活かしたかについても併せて記入してください。
	※400～700字程度


















5．事業化への期待【実現可能性】
類似するプロダクトの有無、類似プロダクトにはない特徴や機能、市場動向・市場規模、将来性などを踏まえ、本プロダクトのセールスポイントを記入してください。
また、プロダクトの開発にあたり使用した（あるいは開発する際には使用したい）技術（言語・フレームワーク・ライブラリ等）があれば提示してください。
	※200～500字程度
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